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花
火
競
技
大
会
初
期
の
記
念
写
真

　
土
浦
市
内
で
秋
に
行
わ
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
土

浦
全
国
花
火
競
技
大
会
が
あ
り
ま
す
。
当
日
の
市
内
各
所
に

は
、
花
火
目
当
て
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
全
国
各
地
か
ら
訪

れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
数
々
の
花
火
を
目
に
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
花
火
競
技
大
会
の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
90
年
以
上

前
の
大
正
14
年（
１
９
２
５
）に
、
神じ

ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺（
文
京
町
）の
秋
元

梅ば
い
ほ
う峯

住
職
が
団
長
を
務
め
る
大
日
本
仏
教
護
国
団
の
主
催
で

始
ま
り
ま
し
た
。
開
催
の
趣
旨
に
は
、
大
正
10
年
に
現
在
の

阿
見
町
に
開
設
さ
れ
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊（
当
初
は
臨
時

海
軍
航
空
術
講
習
所
）の
殉
職
者
の
慰
霊
や
、
関
東
大
震
災

後
の
不
景
気
に
あ
え
ぐ
土
浦
の
商
業
振
興
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
土
浦
市
観
光
協
会
に
は
、
初
期
の
花
火
競
技
大
会
に
か
か

わ
る
貴
重
な
写
真
が
１
枚
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
真

は
、
下
妻
市
内
で
花
火
製
造
を
お
こ
な
っ
て
い
た
野の

で手
火
工

株
式
会
社
か
ら
平
成
の
初
め
頃
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

写
真
は
神
龍
寺
の
旧
本
堂
前
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
表
彰

式
後
の
記
念
写
真
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
合

計
42
人
の
人
々
が
写
っ
て
お
り
、
前
列
中
央
に
は
僧
衣
姿
の

秋
元
梅
峯
住
職
、
そ
の
左
に
は
花
火
競
技
大
会
で
審
査
長
を

務
め
た
元
陸
軍
少
将
の
高
瀬
清せ

い
じ
ろ
う

二
郎
が
い
ま
す
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
、
襷た

す
きを

か
け
た
大
日
本
仏
教
護
国
団
の
団
員
の
姿
が

見
え
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
多
く
の
人
々
は
、
全
国
各
地
か
ら

競
技
に
参
加
し
入
賞
し
た
花
火
師
達
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
中
に
お
い
て
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
が
中
列
左
側

で
大
き
な
旗
を
握
る
羽
織
を
着
た
人
物
で
す
。こ
の
人
物
は
、

山
梨
県
の
花
火
師
で
あ
っ
た
山
内
祐す
け
い
ち一
で
、
初
期
の
花
火
競

技
大
会
で
数
々
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
山
内
祐
一
の
手

に
持
つ
旗
に
は「
土
浦
町
」「
全
国
煙
火
競
技
大
会
」と
記
さ
れ

ま
す
が
、
優
勝
な
ど
の
文
字
は
な
い
こ
と
か
ら
特
別
な
賞
を

授
与
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
旗
に
は
星
形
の
中
心
に

「
卍
」が
入
る
大
日
本
仏
教
護
国
団
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
右

の
も
う
一
つ
の
旗
に
は
同
じ
大
会
名
に「
大
日
本
仏
教
護
国

団
主
催
」、「
優
賞
」の
文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
初
期
の
花
火
競
技
大
会
の
主
催
団
体
に
つ
い
て
は
、
初
回

か
ら
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）の
第
５
回
大
会
ま
で
は
大
日
本

仏
教
護
国
団
で
し
た
が
、
昭
和
７
年
の
第
６
回
大
会
以
降
は

土
浦
町
の
広
範
な
人
々
の
協
力
を
受
け
、
土
浦
煙
火
協
会
を

中
心
と
し
た
体
制
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
最
初
の
煙
火

協
会
長
に
は
秋
元
梅
峯
住
職
が
就
き
ま
し
た
が
、
昭
和
８
年

に
は
病
気
の
た
め
会
長
職
を
降
り
、
昭
和
９
年
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
長
は
豊
島
庄し

ょ
う
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
に
述
べ
た
写
真
の
情
報
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
写

真
は
大
日
本
仏
教
護
国
団
主
催
で
行
わ
れ
た
第
５
回
大
会
の

写
真
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
写
真
は
、
秋
元
梅
峯
住
職
の
尽
力
に
よ
る
花
火
競
技

大
会
か
ら
、
土
浦
町
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
に
よ
る
土
浦
煙
火

協
会
主
催
の
大
会
へ
と
移
る
大
き
な
流
れ
の
中
で
撮
影
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
記
念
写
真
は
、
特
別
展
「
花
火
と
土
浦

Ⅰ
―
競
技
大
会
の
あ
ゆ
み
」の
会
期
中
、
博
物
館
で
展
示
し

ま
す
。

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
4
・
２
９
２
８
）

142

▲花火競技大会初期の記念写真


